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２０１２２０１２２０１２２０１２年年年年、、、、矢祭矢祭矢祭矢祭もったいないもったいないもったいないもったいない図書館図書館図書館図書館がめざすことがめざすことがめざすことがめざすこと。。。。    

一、 読書を通して語り合い、家族の絆を深めます。 

     ◎ 「家読(うちどく)」を推進します。 

     昨年行った「家読まつり」や、大きな特製ポストカードに自分の家の家読のことを紹介する 

「うちどくポストカード」、うちどくノートの活用などを通して、家読の活動を広めます。 

 

二、 ふるさとを愛し、いのちをいつくしむ、心豊かな子どもたちを育てます。 

     ◎ 「おはなし会」ならびに「科学はてな？教室」は、今年も続けて行います。 

 

三、 本の力で、未来にはばたく子どもたちの、夢と希望を育む町をつくります。 

◎ 第３日曜日は「矢祭読書の日」 

     各地区もったいない文庫の「おはなし会」を今年も行い、子ども 

サポーターらによる絵本の読み聞かせを通して、交流を深めます。 

 

そのほかの企画は随時、図書館だよりでお知らせいたします。 

《《《《休館日休館日休館日休館日》》》》    １１１１／／／／１１１１（（（（日日日日）～）～）～）～１１１１／／／／３３３３（（（（火火火火））））    １１１１／／／／１６１６１６１６（（（（月月月月））））    １１１１／／／／２３２３２３２３（（（（月月月月））））    １１１１／／／／３０３０３０３０（（（（月月月月））））    
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新年あいさつ        矢祭もったいない図書館館長 金澤 昭 

謹んで新年のごあいさつを申し上げます。 

昨年中は、みなさま方から沢山のご支援、ご協力を賜り、「子ども司書講座」など予定通り事業を 

推進することができました。誠にありがとうございました。一月十四日「矢祭もったいない図書館」は、

オープン五周年を迎えます。町内・県内はもとより、全国各地から注目される有名な図書館として、矢

祭町の「知の拠点」・「まちの大きな施設」となりました。これも全国のみなさまの善意と、町民のみ

なさまのご協力のお陰と深く感謝しております。  

また、昨年三月十一日には東日本大震災がありました。まだ先は見えていませんが、一日も早い復

興を願ってやみません。当館もできるだけの支援協力をしてまいります。今年、当館は「がんばろう図

書館！ がんばろう家読（うちどく）！ 」を推進いたします。家読で家族の絆をより強めることができるよ

う、私たちも一生懸命応援いたします。どうぞ変わらぬご支援・ご協力をお願い申し上げ、あわせてみ

なさまには良い年でありますようご祈念申し上げあいさつといたします。 

 



 

 

【【【【図書館図書館図書館図書館１１１１月月月月ののののイベントイベントイベントイベント】】】】 

＊＊＊＊    １１１１／／／／１４１４１４１４（（（（土土土土））））    おはなしおはなしおはなしおはなし会会会会    午後午後午後午後２２２２：：：：００００００００～～～～３３３３：：：：００００００００    

おはなし会、工作では福笑いを作ります。 

＊＊＊＊    １１１１／／／／１５１５１５１５（（（（日日日日））））    矢祭読書矢祭読書矢祭読書矢祭読書のののの日日日日 

毎月第３日曜日は「矢祭読書の日」。お近くの文庫へお出かけ下さい。 

 

 

第３回矢祭町「もったいない図書館」手作り絵本コンクール表彰式 

多くの方にご参加いただき、大成功に終わりました。本当にありがとうございました。 

（『かげねこ』 作者        さん）        （『つながるつながる』 作者        さん・ さん） 

 

 

 

 

 

 

 

あたらしくはいったあたらしくはいったあたらしくはいったあたらしくはいった本本本本    

「「「「本本本本のののの予約予約予約予約ができまができまができまができますすすす。。。。おおおお気軽気軽気軽気軽におにおにおにお問問問問いいいい合合合合わせくださいわせくださいわせくださいわせください。。。。」」」」    

 

『希望の木』（大和出版） 

新井 満・著 （９１１－ア）    

             岩手県陸前高田市「高田松原」。津波によって、たった１本だけが残った 

「奇跡の松」に、「千の風になって」の訳者が詩をつけました。 

 

『アライバル』（河出書房新社） 

ショーン・タン ・作 （E－タ）    

             「アライバル」は、「到着する」という意味があります。妻と娘を祖国に残し、 

新しい土地で生活をはじめる男性を描いた、文字のない絵本です。 

 

他にも、「平家物語の本」、干支にちなんで「竜が出てくる本」などを 

そろえました。家読に、ぜひ活用ください。 

No 

Image. 

No 

Image. 


